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安全上のご注意

本製品を安全にご使用いただくため、ご使用前は必ず下記の注意をお読みください。

 注 意

感電の恐れがありますので、下記の事項をお守りください。
・電源端子へ接続する場合は、活線状態で行わないでください。
・端子への接続は緩みのないようしっかりと締め付けてください。
・通電中は電源端子に触れないでください。
感電、故障、発熱の原因になりますので、次のような場所では使用しないでくだ
さい。
・雨、水滴、日光が直接当たる場所。
・高温、多湿やほこり、腐食性ガスの多い場所。
・外来ノイズ、電波、静電気の発生の多い場所。



１．はじめに
この取扱説明書は、本製品をお使いになる担当者のお手元に確実に届くようお取り計
らいください。本製品を正しくお使いいただくため、ご使用前にこの取扱説明書をよ

くお読みください。

は、アナログ信号（直流電圧・電流）又は測温センサを入力とするプリンタ３４０６
で、トレンドグラフ印字機能付きです。

測定入力は２ｃｈで、加減算や最大値、最小値、平均値、中間値の演算機能をもち、

入力値、入力演算値に対する警報出力付きです。

１．１ 点 検

がお手元に届きましたら、仕様との違いがないか、また輸送上での破損がな３４０６

いか点検してください。

本器は、厳しい品質管理プログラムによるテストを行って出荷されています。もし破
損していたり、品質や仕様面での不備な点がありましたら、形名・製品番号をお知ら

せください。

１．２ 使用上の注意

には、電源スイッチが付いていませんので電源に接続すると、直ちに動作状３４０６

態になります。
システム・キャビネットに内装される場合は、キャビネット内の温度が５０℃以上に

ならないよう、放熱にご留意ください。

また本器を、長時間にわたって保管する場合は、湿度が低く直射日光の当たらない場

所に保管してください。

 注 意

本器は内蔵のバッテリで停電中（電源ＯＦＦ）でもカレンダ時計は動作し、デー
タも記憶保持しています。
バッテリのバックアップ時間は、２４時間通電後５００時間です。
長時間無通電で保管された場合、バックアップは無効となり電源ＯＮ時、カレン
ダ時計は００年０１月０１日００時間００分００秒より動作します。
そのような場合は、カレンダ時計の設定を行ってからご使用ください。
なお、２４時間以上連続通電すると、バッテリはフル充電されます。
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２．仕 様
２．１ 形 名 ３４０６－□－□

１ ２

１．測定入力

○直流電圧・電流入力（２ｃｈ共通）
記号 測定範囲 入力抵抗 確 度 ＊1

03 DC 0～ 1 V 1 ＭΩ

04 DC 0～ 5 V 1 ＭΩ
05 DC 0～ 10 V 1 ＭΩ ±(0.1% of Fs+1digit) ＊2

09 DC 1～ 5 V 1 ＭΩ

19 DC 4～ 20mA 12.5Ω
＊1 確 度 ：23℃±5℃、45～75％ RHの状態で規定

＊2 演算結果Yは、±(0.2% of Fs+1digit)となります。

温 度 係 数 ：1Ch当たり±150ppm/℃ 使用温度範囲 0～50℃で規定

○熱電対入力（２ｃｈ共通）

記号 ｾﾝｻ 測 温 範 囲 表 示 範 囲 確 度 ＊1
R 100～1700℃ - 50～1750℃

K -100～1300℃ -200～1350℃

Ｍ E -130～1000℃ -250～1050℃ ±(0.3 % of rdg+2℃) ＊2
J -140～1200℃ -200～1250℃

T -200～ 400℃ -250～ 420℃

B 600～1800℃ - 20～1802℃
＊1 確 度 ：測温範囲での規定

23℃±5℃、45～75％ RHの状態で規定

＊2 演算結果Yは、±(0.6 % of rdg+4℃)となります。
温 度 係 数 ：±300ppm/℃ 使用温度範囲 0～50℃で規定

基準接点補償：±1℃ 使用温度範囲 0～40℃で規定

校正はＪＩＳ：C-1602 の各基準熱起電力mV入力-1995年

○測温抵抗体入力(２ｃｈ共通)

記号 ｾﾝｻ 測 温 範 囲 表 示 範 囲 確 度 ＊1

Ｐ Pt100Ω -200.0～600.0℃ -200.0～650.0℃ ±(0.2% of rdg +0.5℃) ＊2

＊1 確 度 ：測温範囲での規定
23℃±5℃、45～75％ RHの状態で規定

＊2 演算結果Yは、±(0.4% of rdg +1.0℃)となります。

温 度 係 数 ：±200ppm/℃ 使用温度範囲 0～50℃で規定
抵抗体電流 ：約1mA

校正はＪＩＳ：C-1604 の基準抵抗素子の抵抗値-1997年

２. 供給電源

記号 電 源

Ａ AC90～264V 50/60Hz
９ DC24V 10%±
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２．２ 仕 様

入力点数 2点(A､B)

表示 0～9999
小数点表示 前面ｽｲｯﾁより2点独立設定

測 ｽｹｰﾘﾝｸﾞ ﾌﾙｽｹｰﾙ表示 －9999～＋9999

定 (直流電圧・電流 ｵﾌｾｯﾄ表示 －9999～＋9999
入 入力のみ)

力 ｵｰﾊﾞ表示 ﾌﾙｽｹｰﾙを越えると約130％までｶｳﾝﾄしながら点滅表示

(最大表示9999)
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周期 500ms

入力形式 ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾃﾞｯﾄﾞ、ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ入力

A／D変換 Δ－Σ変換方式
表示周期 500ms

設定表示 設定値を表示

表示切替 日付（年、月、日）、時刻（時、分、）、A、B、Y 5点切り替え
比較桁数 数値4桁、極性1桁

警 比較方式 3点独立設定、上限・下限任意設定可能

(比較対象をA、B、Yに対して任意に設定可能)
報 表示値に対して比較

設定方式 前面ｽｲｯﾁによる設定

出 ﾋｽﾃﾘｼｽ幅設定 1～999
警報出力 ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ（NPN、測定入力及び制御入力とｱｲｿﾚｰｼｮﾝ)

力 出力定格 DC30V 30mA（MAX）

出力飽和電圧 DC1.6V以下
ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ印字 5秒、10秒、30秒、1分、5分、10分、30分、1時間

ﾄﾚﾝﾄﾞｸﾞﾗﾌ印字を選択した場合 記憶点数：A、Bそれぞれ2000点

ﾒﾓﾘｰ印字 ﾒﾓﾘｰｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ：0.5秒、1秒、2秒、5秒、10秒、30秒、1分、
印 5分、10分、30分、1時間

記憶点数：A、Bそれぞれ2000点

印字方式 感熱ｼﾘｱﾙﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｸｽ

印字速度 約1.3秒／行
字 文字寸法 2.4mm（高さ）×1.3mm（幅）

印字幅 46mm

紙送りﾋﾟｯﾁ 2.8mm
記録紙 感熱ﾛｰﾙ紙 長さ約25m

58mm×48φ内径12φ

手動紙送り 紙送りｽｲｯﾁによる
演算 Y＝A＋B、Y＝A－B

X、MAX、MIN、MID

制御入力 START、STOP、PRINT、ADJ
制御出力 STATUS

時計日差 ±3秒

時計閏年補正 2099年まで自動補正
時計の補正 30分補正

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ 24時間通電後、500時間

電池寿命 約10年間
時計及び記憶ﾃﾞｰﾀのﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

耐電圧 電源端子／入出力端子間 AC1500V 1分間

電源端子／ｹｰｽ間 AC1500V 1分間
警報出力／測定入力、制御入出力間 AC 500V 1分間

入出力端子／ｹｰｽ間 AC1500V 1分間

絶縁抵抗 DC500V 100MΩ以上
供給電源 AC90～ 264V 50／60Hz

DC24V±10％

消費電力 AC電源：AC100Vの時 印字中 平均 11VA
AC200Vの時 印字中 平均 15VA

DC電源：DC 24Vの時 印字中 平均300mA

動作周囲温度 0～50℃
保存温度 －20℃～70℃

質量 約850g

取付方法 専用取付金具でパネル裏面より締付け
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３．取付け方法と各部の説明
３．１ 取付け方法
本体両側にある取付金具をはずし、本体をパネル前面より挿入し、金具を取り付けた

上、プラスドライバーで締め付けてください。（図１参照）

図１
＋０．８ ＋０．８

パネルカット寸法：９２ ×９２ ｍｍ０ ０

パネル厚：１～６ｍｍ（アルミパネルは１．５ｍｍ以上）

取付金具ねじの適正締付けトルク：０．２５～０．３９ Ｎ・ｍ

 注 意

ねじを締めすぎないでください。ケースが変形する恐れがあります。・

３．２ 前面パネルの説明

窓板の上部両側をつまみ、手前へ引っ張るようにして開けます。（図２）
１桁と６桁の７セグメント表示器，ＬＥＤランプ及び３個のプッシュスイッチが現れ

ます。（図３）

図２
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図３

①電源表示ＬＥＤ

電源投入で点灯し、通電状態を知らせます。

また、記録紙の無いとき、あるいはプリンタメカの異常の時には点滅して知ら
せます。

②印刷スイッチ

メモリーモードでは記憶したデータを印字します。
手動モードでは印字動作のスタート、ストップに使用します。

設定中は選択した桁のデータを変更します。

③紙送りスイッチ
このスイッチを押すと１行紙送りを行ないます。

記録紙をセットする時に、このスイッチを押して紙を送ります。

設定中は変更する桁を選択します。

④表示スイッチ
入力Ａ、入力Ｂ、演算結果Ｙ、年月日、時分の表示を切り替えます。

設定中は、設定項目を切替えます。

紙送りスイッチと同時に１秒以上押すと、設定モードになります。
⑤開始／停止スイッチ

メモリーモード、インターバルモードの開始、停止を行います。

手動モードで、毎回の印字を行います。
設定モード中に押すと、設定値を記憶し、測定モードに戻ります。

⑥データ表示器

入力Ａ、入力Ｂ、演算結果Ｙ、年月日、時分を表示します。
設定モードでは設定値を表示します。

⑦モード表示器

測定表示の時 ：消灯
測定記録中 ：小数点が点滅表示します。

設定モードの時：項目番号を表示します。
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３．３ 裏面パネルの説明

 警 告

間違った配線で使用しないでください。機器破損の原因となります。・

・配線作業をする場合は、電源を切った状態で行ってください。
感電の危険があります。

・配線作業は湿度の多い場所、濡れた手などで行わないでください。

感電の危険があります。

・通電中は電源端子に触れないでください。感電の危険があります。
・電源の極性を間違えないよう注意してください。

機器トラブルの原因になります。

（１）電源用端子台

AC90～264Vの時(3406-A) DC電源の時(3406-9)

ＰＯＷＥＲ Ｇ ＋ － ＮＣ

○ ○ ○ ○ ○ ○

接地 接続の必要はありません

Ｕ 0V

AC90～264V DC電源と接続

Ｖ +24V

使用端子ねじ：Ｍ３

締付けトルク：０．４６～０．６２Ｎ・ｍ

（２）入出力ねじ端子

ａ）端子配列
○直流電圧・電流入力

A B PRINT STOP ADJ AL1 AL2 AL3
INHi INLo INHi INLo COM START STATUS TCOM

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

○熱電対入力

A B PRINT STOP ADJ AL1 AL2 AL3
+ - + - COM START STATUS TCOM

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

○測温抵抗体入力

A B PRINT STOP ADJ AL1 AL2 AL3
A B B A B B COM START STATUS TCOM

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

接続電線：接続可能範囲０．０８～１．５ｍｍ ＡＷＧ２８～１６２

締付けトルク：０．２５Ｎ・ｍ

ねじ締めのドライバは、時計ドライバ等のマイナスドライバを使用してください。
0.4×2.5mm

ドライバの先端図
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ｂ）入出力信号の説明

●測定入力
○直流電圧・電流入力（INHi、INLo）

極性を間違えないように測定入力を接続してください。

測定入力の電位の高い方をＨｉに接続してください。
入力ＡのLoと入力ＢのLoは、内部で共通に接続しています。

○熱電対入力（＋、－）

極性を間違えないように各種熱電対を接続してください。

○測温抵抗体入力（Ａ、Ｂ、Ｂ）

Ｐｔ１００Ω、３線を接続してください。
なお、入力線をシールドする場合は、ＣＯＭを使用してください。

注１）入力ラインと電源ラインは必ず独立した配線を行ってください。
入力ラインと電源ラインが平行に配線されますと指示不安定の原因になり

ます。

●コモン（ＣＯＭ）

プリント、スタート、ストップ、ステータス、アジャストのコモンです。

注）ＣＯＭ端子は測定入力とは絶縁していません。各機能端子を制御する場合
はホトカプラ・スイッチ等で絶縁してください。

（入力をフローティングで使用するときは必ず必要です。また、複数台ご使

用時は各計器毎に絶縁して制御してください。）

●プリント入力（ＰＲＩＮＴ）

手動モード中に、ＣＯＭ端子に短絡すると手動印字をします。
メモリーモードでは記憶データを印字します。

インターバルモードでは機能しません。

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）を入力します。
パルス幅：１０ｍｓ以上、接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

●スタート入力（ＳＴＡＲＴ）
メモリーモード、インターバルモード、手動モードの開始信号です。

パルス幅：１０ｍｓ以上、接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ
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●ストップ入力（ＳＴＯＰ）

メモリーモード、インターバルモード、手動モードの終了信号です。

パルス幅：１０ｍｓ以上、接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

●ステータス出力（ＳＴＡＴＵＳ）

印字動作不能のとき、トランジスタＯＦＦを出力します。
・３４０６の電源ＯＦＦのとき

・紙切れのとき

・プリンタメカの異常のとき
印字中のとき、出力ＯＮ又はＯＦＦ切替ができます。(設定方法６．１７項参照)

オープンコレクタ出力（ＮＰＮ）

ＤＣ３０Ｖ ３０ｍＡ ＭＡＸ 飽和電圧 １．６Ｖ以下

●アジャスト入力（ＡＤＪ）

ＡＤＪ端子をＣＯＭ端子に短絡すると時計を００分００秒に補正します。
（時計の“分”が３０分以上の時は、“時”の桁上げを行います。）

パルス幅：１０ｍｓ以上、接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

●警報出力（ＴＣＯＭ、ＡＬ１、ＡＬ２、ＡＬ３）
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４．動作
４．１ 印字内容

データ印字は、手動、インターバル、メモリーの３モードから選択印字できま

す。また、データ処理印字やトレンドグラフ印字を付加できます。

印字の種類 データ印字 選択印字機能
印字ﾓｰﾄﾞ ﾃﾞｰﾀ処理印字 ﾄﾚﾝﾄﾞｸﾞﾗﾌ印字

手動ﾓｰﾄﾞ あり あり／なし

ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙﾓｰﾄﾞ あり あり／なし あり／なし
ﾒﾓﾘｰﾓｰﾄﾞ あり／なし あり／なし あり／なし

４．２ 手動モード
外部からのＰＲＩＮＴ信号により、その時点の測定データを印字します。
また、ＳＴＡＲＴ信号からＳＴＯＰ信号間の測定印字データの最大値、
最小値、平均値などのデータ処理印字もできます。

●操作方法
①印字動作の切替で手動印字を選択します。

（設定方法６．１３項参照）

②続いて設定モードで各種の設定を行います。

設定項目 設定方法

データ処理印字の設定 ６．１３項
演算の設定 ６．１６項

AL1からAL3の設定 ６．５～６．７項

ヒステリシス幅の設定 ６．８項
比較対象の設定 ６．９項

単位の設定 ６．１５項 注1)

入力A、Bのｽｹｰﾘﾝｸﾞと小数点の設定 ６．１０、６．１１項 注1)
T/Cレンジの切替 ６．１２ 注2)

注1)直流電圧・電流入力の時に設定できます。

注2)熱電対入力の時に設定できます。

○外部制御の場合

③スタート入力をＯＮ(最小幅10ms)します。
日付、入力Ａ、入力Ｂの単位を印字し、ＰＲＩＮＴ入力の待機状態（モー

ド表示器Dpが点滅）になります。

注）この状態では、設定モードに入ることはできません。

④プリント入力をＯＮ(最小幅10ms)すると、その時の測定データを印字しま

す。

注）プリント入力の入力周期は、３秒以上必要です。

⑤ストップ入力をＯＮ(最小幅10ms)すると、手動印字動作を終了(モード表示

器Dpが消灯)します。
手動印字動作の終了で比較値を印字し、データ処理印字をします。

-9-

○前面パネルでの制御の場合

③前面パネルカバーを開け、印刷スイッチを２秒以上ＯＮします。

日付、入力Ａ、入力Ｂの単位を印字し、待機状態（モード表示器Dpが点
滅）になります。

注）この状態では、設定モードに入ることはできません。

④前面パネルカバーを必要に応じて閉じ、開始／停止スイッチを押すと、

その時の測定データを印字します。

⑤前面パネルカバーを開け、印刷スイッチをＯＮすると、手動印字動作を終

了(モード表示器Dpが消灯)します。

測定の終了で比較値を印字し、データ処理印字をします。

○印字例

スタート時間 98/09/04 09:00 入力Ａの単位
累積回数 入力Ｂの単位

A: ℃ B: ℃
1 60.3H 50.4L

演算結果 Y: 9.9 入力Ｂの比較結果
2 60.1H 50.5L

Y: 9.6 入力Ａの比較結果
3 60.0H 50.8L

Y: 9.2

121 59.5H 51.2L
Y: 8.3

入力A:上限警報
入力B:下限警報 A:H594

B:L600

データ処理印字

注）データ処理印字はＳＴＡＲＴ信号から２０００データまで処理します。

入力点数を１点とした場合Ｂ、Ｙは印字しません。

Ａ、Ｂの小数点、単位の設定が異なる場合Ｙには下表のように印字します。

小数点の異なる場合 Y:ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｴﾗｰ

単位の異なる場合 Y:ﾀﾝｲ ｴﾗｰ
小数点、単位の異なる場合 Y:ｼｮｳｽｳﾃﾝ ﾀﾝｲ ｴﾗｰ

-10-



４．３ インターバルモード

５秒～１時間のインターバルで測定データを印字します。
また、ＳＴＡＲＴ信号からＳＴＯＰ信号間の測定印字データのデータ処理印字
やトレンドグラフ印字もできます。

●操作方法
①印字動作の切替でインターバル動作を選択します。

（選択方法６．１３項参照）

②続いて設定モードで各種の設定を行います。

設定項目 設定方法
データ処理印字の設定 ６．１３項

トレンドグラフ印字の設定 ６．１３項

演算の設定 ６．１６項
インターバル時間の設定 ６．１３項

AL1からAL3の設定 ６．５～６．７項

ヒステリシス幅の設定 ６．８項
比較対象の設定 ６．９項

単位の設定 ６．１５項 注1)

入力A、Bのｽｹｰﾘﾝｸﾞと小数点の設定 ６．１０、６．１１項 注1)
T/Cレンジの切替 ６．１２項 注2)

注1)直流電圧・電流入力の時に設定できます。

注2)熱電対入力の時に設定できます。

○外部制御の場合

③スタート入力をＯＮ(最小幅10ms)します。
日付、インターバル単位、入力Ａ、入力Ｂの単位を印字した後、スタート

時のデータを印字します。(モード表示器Dpが点滅)

④インターバル時間間隔でデータを印字します。

⑤ストップ入力をＯＮ(最小幅10ms)します。
インターバル印字を終了(モード表示器Dpが消灯)し、比較値を印字し、デ

ータ処理印字及びトレンドグラフ印字をします。

○前面パネルでの制御の場合
③ 開始／停止 スイッチを２秒以上ＯＮします。

日付、インターバル単位、入力Ａ、入力Ｂの単位を印字した後、スタート

時のデータを印字します。(モード表示器Dpが点滅)

④インターバル時間間隔でデータを印字します。

⑤ 開始／停止 スイッチをＯＮします。

インターバル印字を終了(モード表示器Dpが消灯)し、比較値を印字し、デ

ータ処理印字及びトレンドグラフ印字をします。

-11-

○印字例

スタート時間 98/09/04 09:00 入力Ａの単位
累積時間の単位 入力Ｂの単位

min s A: ℃ B: ℃
000:00 60.3H 50.4L

演算結果 Y: 9.9 入力Ｂの比較結果
000:05 60.1H 50.5L
Y: 9.6 入力Ａの比較結果
000:10 60.0H 50.8L
Y: 9.2

累積時間
010:00 59.5H 51.2L
Y: 8.3

入力A:上限警報
入力B:下限警報 A:H594

B:L600

データ処理印字

トレンドグラフ印字

注）データ処理印字、トレンドグラフ印字はＳＴＡＲＴ信号から２０００データ

まで処理します。

入力点数を１点とした場合Ｂ、Ｙは印字しません。

Ａ、Ｂの小数点、単位の設定が異なる場合Ｙには下表のように印字します。

小数点の異なる場合 Y:ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｴﾗｰ

単位の異なる場合 Y:ﾀﾝｲ ｴﾗｰ

小数点、単位の異なる場合 Y:ｼｮｳｽｳﾃﾝ ﾀﾝｲ ｴﾗｰ
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４．４ メモリーモード

０．５秒から１時間のインターバルで測定データを記憶し、終了後に測定デー
タを印字できます。
また、測定データのデータ処理印字やトレンド印字もできます。
データメモリーは、各チャンネル毎に２０００データまで記憶できます。
２０００データを超えた場合は自動的にメモリ動作を終了します。

●操作方法

①印字動作の切替でメモリー動作を選択します。

（選択方法６．１３項参照）

②続いて設定モードで各種の設定を行います。

設定項目 設定方法
データ処理印字の設定 ６．１３項

トレンドグラフ印字の設定 ６．１３項

演算の設定 ６．１６項
インターバル時間の設定 ６．１３項

AL1からAL3の設定 ６．５～６．７項

ヒステリシス幅の設定 ６．８項
比較対象の設定 ６．９項

単位の設定 ６．１５項 注1)

入力A、Bのｽｹｰﾘﾝｸﾞと小数点の設定 ６．１０、６．１１項 注1)
T/Cレンジの切替 ６．１２項 注2)

注1)直流電圧・電流入力の時に設定できます。

注2)熱電対入力の時に設定できます。

○外部制御の場合
③スタート入力をＯＮ(最小幅10ms)します。

メモリー動作を開始。(モード表示器Dpが点滅)

④インターバル間隔でデータを記憶します。

（入力Ａ、入力Ｂ共、２０００データまで記憶します。）

⑤ストップ入力をＯＮ(最小幅10ms)します。

メモリー動作を終了(モード表示器Dpが消灯)します。

⑥記憶データの印字

プリント入力をＯＮ(最小幅10ms)します。

⑦記憶データの再印字

プリント入力をＯＮ(最小幅10ms)します。

記憶データに続いてデータ処理印字及びトレンドグラフ印字をします。

次のメモリ動作の開始までデータを記憶しています。
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○前面パネルでの制御の場合

③開始／停止スイッチを２秒以上ＯＮします。
メモリー動作を開始。(モード表示器Dpが点滅)

④インターバル時間間隔でデータを記憶します。

⑤開始／停止スイッチをＯＮします。

メモリー動作を終了(モード表示器Dpが消灯)します。

⑥記憶データの印字

印刷スイッチを２秒以上ＯＮします。

⑦記憶データの再印字

印刷スイッチをＯＮします。
記憶データに続いて、データ処理印字及びトレンドグラフ印字をします。

次のメモリー動作の開始までデータを記憶しています。

○印字例

スタート時間 98/09/04 09:00 入力Ａの単位
累積時間の単位 入力Ｂの単位

min s A: ℃ B: ℃
000:00 60.3H 50.4L

演算結果 Y: 9.9 入力Ｂの比較結果
000:05 60.1H 50.5L
Y: 9.6 入力Ａの比較結果
000:10 60.0H 50.8L
Y: 9.2

累積時間
010:00 59.5H 51.2L
Y: 8.3

入力A:上限警報
入力B:下限警報 A:H594

B:L600

データ処理印字

トレンドグラフ印字

注）入力点数を１点と設定した場合Ｂ、Ｙは印字しません。

Ａ、Ｂの小数点、単位の設定が異なる場合Ｙには下表のように印字します。

小数点の異なる場合 Y:ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｴﾗｰ

単位の異なる場合 Y:ﾀﾝｲ ｴﾗｰ

小数点、単位の異なる場合 Y:ｼｮｳｽｳﾃﾝ ﾀﾝｲ ｴﾗｰ
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４．５ データ処理印字

測定データの最大値、最小値、平均値、中間値を印字します。
データ処理印字は、手動、インターバル、メモリーの各モードで使用できます。
注）手動モード、インターバルモードでの２０００個を超えたデータは破棄さ

れます。
メモリーモードで測定すると、２０００データで自動停止します。

したがって、２０００を越えるとデータはありません。

○印字例

---A---
N=ｻﾝﾌﾟﾙ数(*有効数) N= 121(* 119) 入力Aのデータ
X=平均値 X= 60.102 ℃ 処理
MAX=最大値 MAX= 63.4 ℃
MIN=最小値 MIN= 57.3 ℃
MID=中間値 MID= 60.4 ℃

---B---
N= 121(* 119) 入力Bのデータ
X= 34.540 ℃ 処理

MAX= 39.3 ℃
MIN= 32.2 ℃
MID= 35.8 ℃

---Y=A+B---
N= 121(* 119) Yのデータ処理
X= 94.642 ℃

MAX= 98.0 ℃
MIN= 92.4 ℃
MID= 95.2 ℃

Ｎ＝１２１(※１１９)は、総データ数が１２１個、その内有効データ１１９個

です。

有効データは、オーバ(測定範囲を超えたデータ)を除いた数です。
Ｘ、ＭＡＸ、ＭＩＮ、ＭＩＤは有効データについて処理します。

平均値Ｘの有効桁は最大６桁、中間値ＭＩＤの有効桁は最大４桁で有効桁以外

は四捨五入です。

注）入力点数を１点と設定した場合Ｂ、Ｙは印字しません。

Ａ、Ｂの小数点、単位の設定が異なる場合Ｙには下表のように印字します。

小数点の異なる場合 Y:ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｴﾗｰ
単位の異なる場合 Y:ﾀﾝｲ ｴﾗｰ

小数点、単位の異なる場合 Y:ｼｮｳｽｳﾃﾝ ﾀﾝｲ ｴﾗｰ

有効数が０の場合、ＭＡＸ、ＭＩＮ、ＭＩＤ、Ｘは「－－－－－－－」と印字

します。
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４．６ トレンドグラフ印字

測定データ２点（１ｃｈデータ：Ａ及び２ｃｈデータ：Ｂ）と演算データ
（Ｙ＝Ａ＋Ｂ又はＹ＝Ａ－Ｂ）のトレンドグラフを印字します。
スケール範囲は任意に設定できます。
スケールの設定範囲及び設定方法は、６．１４項を参照してください。

○演算なしの印字例

99/12/31 15:30 記録開始の日付

A:

B:
X1 0 600 X2

スケール

時間軸 min s

000:00

入力Ａ

000:20 入力Ｂ

000:40

001:00

001:20
スケールの

001:40 １００％オーバー

002:00

A:L 125

B:H 352

○演算Ａ＋Ｂの印字例

99/12/31 15:30 記録開始の日付

A:
B:

Y:

0 1100
スケール

時間軸 min s

000:00
入力Ａ

000:20 入力Ｂ

Ｙ
000:40

001:00

001:20

001:40

001:00
A:L 125

B:H 352

Y:H 900

注）入力点数を１点と設定した場合Ｂ、Ｙのトレンドグラフは印字しません。

Ａ、Ｂの小数点、単位の設定が異なる時、Ｙのトレンドグラフは印字しません。
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４．７ 紙送り

前面パネル内の紙送りスイッチを押している間紙送りを行います。

４．８ 紙切れ、プリンタメカ異常

記録紙が終わりの時、若しくは、プリンタメカの異常時に電源ＬＥＤが点滅し

ます。
手動モード及びインターバルモードで印字動作中（Ｄｐが点滅中）、紙切れに

なった場合、紙を交換後印字スイッチで印字を再開します。

（交換方法は８項を参照）
注）・紙切れ中の印字データは印字できません。

・データ処理の印字対象は紙の有無に関係なくスタートから２０００個で

す。

４．９ テスト印字及び設定値印字

紙送りスイッチを押しながら電源を投入すると、テストパターン印字と設定内
容を印字します。
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５．機能説明
５．１ スケーリング機能

●フルスケール表示値及びオフセット値を－９９９９～９９９９の範囲で設定で

きます。

●入力Ａ、Ｂそれぞれにスケーリングします。

●演算機能Ｙは、ＡとＢのそれぞれのスケーリング結果の加算、減算です。
●設定方法は、６．１０、６．１１項を参照してください。

例１）途中スケーリング 例２）逆振れスケーリング
ﾌﾙｽｹｰﾙ値：9000 ﾌﾙｽｹｰﾙ値：0

ｵﾌｾｯﾄ値 ：100 ｵﾌｾｯﾄ値 ：9999

表示値 表示値

9999 9999

9000

100

0 0

0 入力（％） 100 0 入力（％） 100

５．２ コンパレータ
●コンパレータは、ＡＬ１～ＡＬ３の３点まで設定でき、比較方式は上限比較、

下限比較、及び比較ＯＦＦの選択ができます。

●比較値は上限・下限とも－９９９９～＋９９９９まで設定できます。
●ＡＬ１～ＡＬ３にＡ、Ｂ又はＹを比較値として、振り当てることができます。

●上下限の設定方法は、６．５～６．７項を参照してください。

比較式

比較方式 比較式 判定結果

上限比較 計測値≧比較値 上限判定

下限比較 計測値≦比較値 下限判定

比較ＯＦＦ 比較を行いません。警報出力はＯＦＦの状態となります。

注）上記はヒステリシス幅が１のときです。

５．２．１ 警報出力

警報出力 機 能

ＡＬ１ 上限判定又は下限判定のときＯＮします。

ＡＬ２ 上限判定又は下限判定のときＯＮします。

ＡＬ３ 上限判定又は下限判定のときＯＮします。

注１）設定モード中は、測定モード時の比較状態を保持します。

注２）入力Ａ又はＢがオーバした時、オーバした入力及びＹを振り当てた警報出力

をＯＮ（比較ＯＦＦを設定している場合は、ＯＮしません。）します。
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５．２．２ ヒステリシス動作

●ＡＬ１～ＡＬ３に対して同じヒステリシス幅で動作します。

●設定範囲は、１～９９９（小数点に関係なく下３桁）です。
●設定方法は、６．８項を参照してください。

表示値
上限警報値

ﾋｽﾃﾘｼｽ幅

下限警報値

上限判定 ＯＮ

下限判定 ＯＮ

５．３ エラー表示、エラー印字

５．３．１ エラー表示

次の条件の時、Ｙ表示でＥｒｒと表示します。
・Ａ、Ｂの小数点設定が異なるとき

・Ａ、Ｂの単位設定が異なるとき

・Ａ、Ｂの小数点設定、単位設定の両方が異なるとき

５．３．２ エラー印字

データ印字のＹデータ印字で次の条件のとき、エラー印字します。

・Ａ、Ｂの小数点設定が異なるとき

*** ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｴﾗｰ *** を印字

・Ａ、Ｂの単位設定が異なるとき

*** ﾀﾝｲ ｴﾗｰ *** を印字

・Ａ、Ｂの小数点設定、単位設定の両方が異なるとき

*** ﾀﾝｲ ｴﾗｰ *** を印字

*** ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｴﾗｰ *** を印字
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６．設定方法
６．１ 設定項目

モード表示 設 定 項 目

ブランク 表示の切替 ：年月日、時分、入力Ａ、入力Ｂ、演算結果の切替

 年月日の設定
 時分の設定

 ＡＬ１の設定

 ＡＬ２の設定
 ＡＬ３の設定

 ヒステリシス幅の設定

 ＡＬ１、ＡＬ２、ＡＬ３の比較対象の設定
 入力Ａのスケーリングと小数点

 入力Ｂのスケーリングと小数点

 Ｔ／Ｃレンジの切替
 印字動作の切替

 トレンドグラフのスケール設定

 単位の設定
 演算の設定

 入力点数の設定

○使用するスイッチ

表示スイッチ ：設定項目の切替

紙送りスイッチ ：変更する桁を選択します。

印刷（▲）スイッチ：選択した桁の数字を変更します。
（押す度に数値をインクリメント）

開始／停止スイッチ：設定モードを終了し、測定モードに戻ります。

注）測定の待機状態（モード表示Dpが点滅中）の時は設定することはできません。

６．２ 表示の切替

データ表示器に、年月日、時分、入力Ａ、入力Ｂ及び演算結果を切替て表示し
ます。

①表示スイッチを押す度に表示が切り替わります。

年月日

時分

入力Ａ

※１

入力Ｂ

演算結果

※１：入力点数が１点のとき
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６．３ 年月日の設定

カレンダ時計の年月日を設定します。

年は西暦で下２桁を設定します。（１９９８年は９８と設定）

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上

押します。
モード表示、年月日の設定モード表示になります。

②紙送りスイッチで変更する桁を選択

選択した桁は点滅
▲スイッチで値を変更します。

③設定の終了

１．表示スイッチで次の設定モードに入る。
２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻

る。

６．４ 時分の設定

カレンダ時計の時刻を設定します。
時は２４時間（０～２３）で設定します。

秒の設定はできません。

（紙送りスイッチで桁を選択すると時計を停止し００秒の設定になります。）

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上

押します。
モード表示、年月日の設定モード表示になります。

②表示スイッチでモード表示を選択

③紙送りスイッチで変更する桁を選択
選択した桁は点滅

▲スイッチで値を変更します。

④設定の終了

１．表示スイッチで次の設定モードに入る。(時計のスタート)
２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻

る。

（時計のスタート）

６．５ ＡＬ１の設定
ＡＬ１の比較方式と比較値を設定します。

設定範囲：－９９９９～＋９９９９（小数点は設定しません。）

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上

押します。

モード表示、年月日の設定モード表示になります。
②表示スイッチでモード表示を選択

現在の比較方式と比較値を表示

③紙送りスイッチで変更する桁を選択
選択した桁は点滅

▲スイッチで値を変更します。

例は、下限設定１０を上限設定１２０７に変更
④設定の終了

１．表示スイッチで次の設定モードに入る。

２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻
る。

比較値：－９９９９～９９９９

 下限動作

 上限動作
 警報ＯＦＦ
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６．６ ＡＬ２の設定

ＡＬ２の比較方式と比較値を設定します。

設定範囲：－９９９９～＋９９９９（小数点は設定しません。）

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上

押します。
モード表示、年月日の設定モード表示になります。

②表示スイッチでモード表示を選択

現在の比較方式と比較値を表示
③紙送りスイッチで変更する桁を選択

選択した桁は点滅

▲スイッチで値を変更します。
例は、上限判定、比較値１０を下限判定、比較値１２０７に

変更

④設定の終了
１．表示スイッチで次の設定モードに入る。

２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻

る。

比較値：－９９９９～９９９９

 下限動作
 上限動作

 警報ＯＦＦ

６．７ ＡＬ３の設定
ＡＬ３の比較方式と比較値を設定します。

設定範囲：－９９９９～＋９９９９（小数点は設定しません。）

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上
押します。

モード表示、年月日の設定モード表示になります。

②表示スイッチでモード表示を選択
現在の比較方式と比較値を表示

③紙送りスイッチで変更する桁を選択

選択した桁は点滅
▲スイッチで値を変更します。

例は、下限判定、比較値１０を警報ＯＦＦに変更

④設定の終了
１．表示スイッチで次の設定モードに入る。

２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻

る。

比較値：－９９９９～９９９９

 下限動作
 上限動作

 警報ＯＦＦ
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６．８ ヒステリシス幅の設定

ヒステリシス幅の設定をします。（ＡＬ１、ＡＬ２、ＡＬ３、３点共通)

設定範囲：１～９９９

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上

押します。
モード表示、年月日の設定モード表示になります。

②表示スイッチでモード表示を選択

現在のヒステリシス幅を表示
③紙送りスイッチで変更する桁を選択

選択した桁は点滅

▲スイッチで値を変更します。
例は、１を１００に変更

④設定の終了

１．表示スイッチで次の設定モードに入る。
２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻

る。

注）０００に設定した場合、表示スイッチで次の設定及び開始／停止スイッチで測定

モードに移りません。１～９９９の範囲を設定してください。

６．９ ＡＬ１、ＡＬ２、ＡＬ３比較対象の設定

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上

押します。

モード表示、年月日の設定モード表示になります。
②表示スイッチでモード表示を選択

③紙送りスイッチで変更する項目を選択

選択した桁は点滅

▲スイッチで値を変更します。
例は、ＡＬ１：入力Ａ、ＡＬ２：入力Ｂ、ＡＬ３：入力Ｂに

変更

④設定の終了
１．表示スイッチで次の設定モードに入る。

２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻

る。

ＡＬ３ ：入力Ａに対して比較

ＡＬ２ ：入力Ｂに対して比較
ＡＬ１ ：演算結果に対して比較

注）入力点数を１点と設定した場合Ｂ、Ｙに設定した比較出力はＯＦＦのままとなり

ます。
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６．１０ 入力Ａのスケーリングと小数点（直流電圧・電流入力の時）

入力Ａのオフセット表示とフルスケール表示、及び小数点を設定します。

設定範囲：－９９９９～＋９９９９
スパン ：１００～９９９９ ｜フルスケール設定－オフセット設定｜

小数点 ：ＤＰ１、ＤＰ２、ＤＰ３

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上

押します。

モード表示、年月日の設定モード表示になります。
②表示スイッチでモード表示を選択

現在のオフセット値を表示

③紙送りスイッチで変更する桁を選択･･･オフセット表示の変更

選択した桁は点滅

▲スイッチで値を変更します。
例は、オフセット－１０を０に変更

④紙送りスイッチで６桁目を選択･･･フルスケールの変更

▲スイッチでに変更します。

⑤紙送りスイッチで変更する桁を選択

選択した桁は点滅
▲スイッチでフルスケールを変更します。

例は、フルスケール４００を５００に変更

⑥紙送りスイッチで６桁目を選択･･･小数点の変更
▲スイッチでに変更します。

⑦紙送りスイッチで変更する桁を選択
選択した桁は点滅

▲スイッチで選択した桁の小数点を点灯／消灯

例は、１０ 桁に小数点を設定２

⑧設定の終了
１．表示スイッチで次の設定モードに入る。

２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻

る。

 オフセット表示の設定
 フルスケール表示の設定

 小数点の設定

注）スパンが１００～９９９９を越えた場合、表示スイッチで次の設定及び開始／停止

スイッチで測定モードに移れません。スパンが１００～９９９９の範囲になるよ
うに設定してください。
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６．１１ 入力Ｂのスケーリングと小数点（直流電圧・電流入力の時）

入力Ｂのオフセット表示とフルスケール表示、及び小数点を設定します。

設定範囲：－９９９９～９９９９
スパン ：１００～９９９９ ｜フルスケール設定－オフセット設定｜

小数点 ：ＤＰ１、ＤＰ２、ＤＰ３

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上

押します。

モード表示、年月日の設定モード表示になります。
②表示スイッチでモード表示を選択

現在のオフセット値を表示

③紙送りスイッチで変更する桁を選択･･･オフセット表示の変更
選択した桁は点滅

▲スイッチで値を変更します。

例は、オフセット－１０を０に変更
④紙送りスイッチで６桁目を選択･･･フルスケールの変更

▲スイッチでに変更します。

⑤紙送りスイッチで変更する桁を選択
選択した桁は点滅

▲スイッチでフルスケールを変更します。

例は、フルスケール４００を５００に変更

⑥紙送りスイッチで６桁目を選択･･･小数点の変更
▲スイッチでに変更します。

⑦紙送りスイッチで変更する桁を選択

選択した桁は点滅
▲スイッチで選択した桁の小数点を点灯／消灯

例は、小数点を１０ 桁から１０ 桁に変更１ ２

⑧設定の終了
１．表示スイッチで次の設定モードに入る。

２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻

る。

 オフセット表示の設定

 フルスケール表示の設定

 小数点の設定

注）スパンが１００～９９９９を越えた場合、表示スイッチで次の設定及び開始／停止

スイッチで測定モードに移れません。スパンが１００～９９９９の範囲になるよ

うに設定してください。

６．１２ Ｔ／Ｃレンジの切替（熱電対入力の時）

使用するセンサの種類を選択します。

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上

押します。

モード表示、年月日の設定モード表示になります。
②表示スイッチでモード表示を選択

現在のセンサ番号を表示

③紙送りスイッチでセンサ番号を点滅
▲スイッチでセンサ番号を選択します。

例は、ＪからＫに変更

④設定の終了
１．表示スイッチで次の設定モードに入る。

２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻

る。

センサ番号 熱電対の種類

  Ｋ

  Ｊ
  Ｒ

  Ｅ

  Ｔ
  Ｂ
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６．１３ 印字動作の切替

印字動作（手動モード、インターバルモード、メモリーモード）、インターバ

ル時間の選択、トレンドグラフ印字、データ処理印字のあり／なしの設定をし
ます。

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上
押します。

モード表示、年月日の設定モード表示になります。

②表示スイッチでモード表示を選択
現在の設定値を表示

③紙送りスイッチで変更する項目を選択

選択した桁は点滅
▲スイッチで値を選択します。

例は、メモリー印字のインターバル時間０．５秒を、インター

バル印字のインターバル時間１０秒に変更
④設定の終了

１．表示スイッチで次の設定モードに入る。

２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻
る。

ﾌﾞﾗﾝｸ 手動印字

. ０．５秒
 １秒 メモリー動作

 ２秒

 ５秒
 １０秒

 ３０秒 インターバル

 １分 動作

 ５分
 １０分

 ３０分

 １時間
 なし データ処理印字

 有り

ﾌﾞﾗﾝｸ 手動印字
 データ印字

 データ印字＋トレンド印字

 トレンド印字 （注）
 手動印字

 インターバル動作

 メモリー動作

注）インターバル動作の時、２のトレンド印字を選択した場合１のデータ印字＋トレ

ンド印字と同じ動作となります。
インターバル中はデータを印字し、インターバル停止後トレンドクラブを印字します。
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６．１４ トレンドグラフのスケール

トレンドグラフの横軸Ｘ１（最小値）、Ｘ２（最大値）を設定します。

設定範囲：－９９９９～９９９９（小数点は設定しません）
スパン ：１００～９９９９

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上

押します。
モード表示、年月日の設定モード表示になります。

②表示スイッチでモード表示を選択

Ｘ１の値を表示
③紙送りスイッチで変更する桁を選択

選択した桁は点滅

▲スイッチでＸ１(最小値)を変更します。
④紙送りスイッチで６桁目を選択･････最大値を選択

▲スイッチでに変更します。

⑤紙送りスイッチで変更する桁を選択
選択した桁は点滅

▲スイッチでＸ２(最大値)を変更します。

例は、Ｘ１＝０、Ｘ２＝５００に変更
⑥設定の終了

１．表示スイッチで次の設定モードに入る。

２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻
る。

 Ｘ１（最小値）の設定
 Ｘ２（最大値）の設定

注）・Ｘ２－Ｘ１が１００～９９９９を越えた場合、表示スイッチで次の設定及び

開始／停止スイッチで測定モードに移りません。
Ｘ２－Ｘ１が１００～９９９９の範囲内以内になるように設定してください。

６．１５ 単位の設定
入力Ａ、入力Ｂの単位をコードで設定します。

７．１項の単位コード表参照

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上
押します。

モード表示、年月日の設定モード表示になります。

②表示スイッチでモード表示を選択
入力Ａの印字単位コードを表示

③紙送りスイッチで変更する桁を選択

選択した桁は点滅
▲スイッチで印字単位コードを変更します。

④紙送りスイッチで６桁目を選択

▲スイッチで変更します。
入力Ｂの単位を表示

⑤紙送りスイッチで変更する桁を選択

選択した桁は点滅
▲スイッチで印字単位コードを変更します。

例は、入力Ａはcal(044)からg/h(068)、入力ＢはPa･s(033)か

らg/h(068)に変更
⑥設定の終了

１．表示スイッチで次の設定モードに入る。

２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻
る。

 入力Ａの単位設定

 入力Ｂの単位設定

注）２５５より大きい場合、表示スイッチで次の設定及び開始／停止スイッチで測定

モードに移りません。２５５以内に設定してください。
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６．１６ 演算の設定

入力Ａ、入力Ｂの加減算の選択、及び演算印字のあり／なしの選択

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上

押します。

モード表示、年月日の設定モード表示になります。
②表示スイッチでモード表示を選択

③紙送りスイッチで変更する項目を選択

選択した桁は点滅
▲スイッチで値を変更します。

例は、Ａ＋Ｂの印字なしからＡ－Ｂの印字ありに変更

④設定の終了
１．表示スイッチで次の設定モードに入る。

２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻

る。

 演算印字：なし
 演算印字：有り

 Ｙ＝Ａ＋Ｂ

 Ｙ＝Ａ－Ｂ

６．１７ 入力点数・印字中のステータス出力
入力点数の設定をします。

①表示スイッチを押しながら続いて、紙送りスイッチを２秒以上
押します。

モード表示、年月日の設定モード表示になります。

②表示スイッチでモード表示を選択

③紙送りスイッチで変更する項目を選択
選択した桁は点滅

▲スイッチで値を変更します。

④設定の終了
１．表示スイッチで次の設定モードに入る

２．開始／停止スイッチで設定を記憶して、測定モードに戻

る。

 １点（入力Ａのみ）
 ２点（入力Ａ、Ｂ）

 印字中もステータス出力をＯＮ

 印字中はステータス出力をＯＦＦ
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７．コード表
７．１ 印字単位コード

入力Ａ、入力Ｂの単位は下表の単位コードＮｏ．で設定します。

Ｎｏ． 単 位 Ｎｏ． 単 位 Ｎｏ． 単 位

０００ ０４３ ｂａｒ ０８６
３００１ ％ＣＯ ０４４ ｃａｌ ０８７ ｋｇ／ｍ

００２ ％Ｏ ０４５ ｃｃ ０８８ ｋｇ／ｓ２

００３ ％ＲＨ ０４６ ｃｃ／ｍｉｎ ０８９

００４ Ａ／ｍ ０４７ ｃｄ ０９０

００５ Ａ／ｍ ０４８ ｃｄ／ｍ ０９１２ ２

００６ ０４９ ｃｍ ０９２

００７ ０５０ ｃｍ／ｍｉｎ ０９３ ｋＮ・ｍ
２００８ Ａ・ｈ ０５１ ｃｍ／ｓ ０９４ ｋＮ／ｃｍ

００９ Ｃ／ｍｏｌ ０５２ ０９５ ｋｌ

０１０ Ｃｉ ０５３ ０９６ ｋｌ／ｈ

０１１ Ｃ・ｍ ０５４ ０９７ ｋｍ

０１２ Ｆ／ｍ ０５５ ｃｍ ０９８ ｋｍ／ｈ２

０１３ ＧＨｚ ０５６ ｃｐｍ ０９９ ｋＮ

０１４ Ｈ／ｍ ０５７ ｃｐｓ １００ ｋｖａｒ

０１５ ＨＰ ０５８ ｄＢ １０１ ｋΩ

０１６ Ｈｚ ０５９ ｄｅｇ １０２ ｋΩ／ｃｍ

０１７ Ｊ／ｍ ０６０ ｄｐｓ １０３ ｌ／ｈ３

０１８ ＭＨｚ ０６１ １０４ ｌ／ｍｉｎ

０１９ ＭＰａ ０６２ ｅＶ １０５ ｌ／ｓ

０２０ ＭＷ ０６３ １０６ ｌｂ

０２１ Ｍｖａｒ ０６４ １０７ ｌｍ

０２２ ＭΩ ０６５ ｆｅｅｔ １０８ ｌｍ／Ｗ
２０２３ ＭΩ／ｃｍ ０６６ ｇ／ｃｃ １０９ ｌｍ／ｍ

０２４ ＭΩ・ｃｍ ０６７ ｇ／ｃｍ １１０ ｌｍ・ｓ３

０２５ Ｎ／ｍ ０６８ ｇ／ｈ １１１ ｌｘ

０２６ Ｎ／ｍ ０６９ ｇ／ｌ １１２ ｌｘ・ｓ２

０２７ Ｎｍ ／ｈ ０７０ ｇ／ｍｉｎ １１３ ｍ／ｈ３

０２８ Ｎ・ｍ ０７１ ｇ／ｍ １１４ ｍ／ｍｉｎ２

０２９ ＭＮ ０７２ ｈ １１５ ｍ／ｓ－１

2 ２０３０ Ｎ／ｍｍ ０７３ ｉｎｃｈ １１６ ｍ／ｓ

０３１ Ｏ ％ ０７４ ｋＡ １１７ ｍＡ２

０３２ Ｐａ ０７５ ｋＨｚ １１８ ｍＮ

０３３ Ｐａ・ｓ ０７６ ｋＰａ １１９ ｍＦ

０３４ Ｓ／ｍ ０７７ ｋＶ １２０

０３５ Ｔｏｒｒ ０７８ ｋＷ １２１

０３６ ＶＡ ０７９ ｋｃａｌ １２２ ｍＳ／ｃｍ

０３７ ＶＵ ０８０ ｋｇ １２３ ｍＳｖ／ｈ

０３８ Ｗ／ｍ ０８１ １２４ ｍＶ２

０３９ Ｗｂ ０８２ ｋｇ／ｈ １２５ ｍＷ

０４０ Ｗ・ｈ ０８３ ｋｇ／ｌ １２６ ｍｇ

０４１ Ｗ・ｓ ０８４ ｋｇ／ｍ １２７ ｍｇ／ｈ

０４２ ａｔｍ ０８５ ｋｇ／ｍｉｎ １２８ ｍｇ／ｌ
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Ｎｏ． 単 位 Ｎｏ． 単 位 Ｎｏ． 単 位

１２９ ｍｉｎ １７２ ｔ／ｈ ２１５ ｗ

１３０ ｍｉｎ １７３ ｔ／ｍｉｎ ２１６ ｘ－１

１３１ ｍｌ／ｍｉｎ １７４ ｔ／ｓ ２１７ ｙ

１３２ ｍｍ １７５ ２１８ ｚ

１３３ ｍｍ／ｍｉｎ １７６ ｖａｒ ２１９ ゜

１３４ ｍｍ／ｓ １７７ ﾟＣ ２２０ ′

１３５ １７８ ﾟＦ ２２１ ″

１３６ ｍｍＨｇ １７９ Ω・ｍ ２２２ μ

１３７ １８０ Ω・ｃｍ ２２３

１３８ ｍｍ １８１ μＡ ２２４ ％２

１３９ ｍｏｌ １８２ μＦ ２２５ Ａ

１４０ ｍｏｌ／ｌ １８３ μＳ／ｃｍ ２２６ Ｂ

１４１ ｍｏｌ／ｍ １８４ μＳｖ／ｈ ２２７ Ｃ３

１４２ ｍｏｌ １８５ μＶ ２２８ Ｄ－１

１４３ ｍｓ １８６ μＷ ２２９ Ｅ

１４４ ｍ １８７ μｍ ２３０ Ｆ－１

１４５ ｍ １８８ μｓ ２３１ Ｇ２

１４６ ｍ ／ｓ １８９ μΩ ２３２ Ｈ２

１４７ ｍ １９０ μΩ・ｃｍ ２３３ Ｉ３

１４８ ｍ ／ｄ １９１ ２３４ Ｊ３

１４９ ｍ ／ｈ １９２ ２３５ Ｋ３

１５０ ｍ ／ｍｉｎ １９３ ａ ２３６ Ｌ３

１５１ ｍ ／ｓ １９４ ｂ ２３７ Ｍ３

１５２ ｍΩ １９５ ｃ ２３８ Ｎ

１５３ ｎＡ １９６ ｄ ２３９ Ｏ

１５４ ｐＡ １９７ ｅ ２４０ Ｐ

１５５ ｐＦ １９８ ｆ ２４１ Ｑ

１５６ ｐＨ １９９ ｇ ２４２ Ｒ

１５７ ｐＷ ２００ ｈ ２４３ Ｓ

１５８ ｐｈｏｎ ２０１ ｉ ２４４ Ｔ

１５９ ｐｐｂ ２０２ ｊ ２４５ Ｕ

１６０ ｐｐｍ ２０３ ｋ ２４６ Ｖ

１６１ ｒａｄ ２０４ ｌ ２４７ Ｗ

１６２ ｒａｄ／ｓ ２０５ ｍ ２４８ Ｘ

１６３ ｒｅｍ ２０６ ｎ ２４９ Ｙ

１６４ ｒｐｈ ２０７ ｏ ２５０ Ｚ

１６５ ｒｐｍ ２０８ ｐ ２５１

１６６ ｒｐｓ ２０９ ｑ ２５２ 分

１６７ ｓｅｃ ２１０ ｒ ２５３

１６８ ｓ ２１１ ｓ ２５４ Ω－１

１６９ ２１２ ｔ ２５５

１７０ ２１３ ｕ

１７１ ｔｏｎ ２１４ ｖ
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８．記録紙の取付方法

記録紙は、感熱ロール紙を使用してください。

”開く”ボタンを押し、プリンタ・メカ部を引き出します。

下図に示すように、ロール紙に付属のロールシャフトを通し、記録紙挿入口へ挿入し

ます。
紙送りスイッチを押し、ロール紙が用紙引き出し口より出るのを確認してください。

ロール紙は、裏表がありますので、プリンタへの取付の時注意をしてください。

注１）ロール紙の両端を少し切断すると、ロール紙の挿入が容易に行えます。

注２）本器の記録紙は専用の感熱ロール紙を使用しています。
記録紙が入用な時は弊社までご用命ください。

記録紙形名：５８６０－０１（１巻２５ｍ １０巻入り）
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９．記録紙のカットについて

記録紙をカットする場合は、記録紙を上方に軽く引張ってカッターの刃にあてがい、

下図のように必ず端からカットしてください。

下方に引張るとロール紙が引きちぎれて紙づまりを起こすことがあります。

紙がつまった場合は、”開く”ボタンを押してプリンタ・メカを引きだした後、下図に

示すねじを取って前パネルを取り外し、つまった紙をピンセット等で取り除いてくださ

い。
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１０．外形図

単位：ｍｍ
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１１．校正方法
長期的な確度保持のため、約１年毎の校正をお勧めします。
●熱電対入力の校正

基準電圧発生器、冷接点回路（まほうびんに氷水を入れる）、校正用標準熱電

対を準備してください。
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１１．１ 熱電温度計（熱電対入力の時）

基準電圧による校正

①紙送りスイッチを押しながら電源投入します。テスト印字が始

まったら紙送りスイッチを放し、印刷スイッチをテスト印字が

終了するまで押し続けます。
校正モードに入ると”ＣＡＬ”と表示します。

②紙送りスイッチで校正するセンサ番号を選択します。
例は、Ｋセンサです。

センサ番号
③印刷スイッチを押してセンサを決定します。

④ＺＥＲＯ校正モード

入力Ａに図１のように接続し、基準電圧発生器で０．００ｍＶ
に出力します。

⑤印刷スイッチを押してＺＥＲＯを決定します。

このとき、２～３回点滅して決定したことを知らせます。

（記憶）
⑥ＭＡＸの校正

図１のように接続し、基準電圧発生器でＭＡＸ値を出力しま

す。
番 号 センサ名 ＭＡＸ値

－００ Ｋセンサ 1300℃ 52.410mV

－０１ Ｊセンサ 1200℃ 69.553mV
－０２ Ｒセンサ 1700℃ 20.222mV

－０３ Ｅセンサ 1000℃ 76.373mV

－０４ Ｔセンサ 400℃ 20.872mV

－０５ Ｂセンサ 1800℃ 13.591mV

⑦印刷 スイッチを押してＭＡＸを決定します。
このとき、２～３回点滅して決定したことを知らせます。

（記憶）

⑧表示スイッチを押して、入力Ｂの校正モードを選択し、入力Ａ

と同様にＺＥＲＯ、ＭＡＸを校正します。

入力Ｂの校正をしない場合は、⑨の操作をします。

⑨表示スイッチを数回押して、”ＣＡＬ”表示を選択します。

印刷スイッチを押して校正値を記憶します。
このとき、２～３回点滅して決定したことを知らせます。

（記憶）

電源をＯＦＦし、校正終了します。校正途中で電源をＯＦＦすると新しい校正値は

記憶しません。

＊入力が校正範囲でないとき（ＺＥＲＯ値付近又は、ＭＡＸ値付近でないとき）Ｅｒｒ

と表示し校正できません。
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１１．２ 冷接点補償部の校正（熱電対入力の時）

①紙送りスイッチを押しながら電源投入します。テスト印字が始

まったら紙送りスイッチを放し、印刷スイッチをテスト印字が

終了するまで押し続けます。
校正モードに入ると”ＣＡＬ”と表示します。

紙送りスイッチを押し、続いて印刷スイッチを押します。

②表示スイッチを押して、ゲイン校正モード（モード表示）を

選択します。

入力Ａに図１のように接続し、基準電圧発生器で５００．０ｍ
Ｖに出力します。

③印刷スイッチを押して校正値を決定します。
このとき、２～３回点滅して決定したことを知らせます。

（記憶）

④表示スイッチを押して、温度校正モード（モード表示）選

択します。

⑤紙送りスイッチで校正するセンサを選択します。

入力Ａに図２のように接続し、基準電圧発生器で０．００ｍＶ
を出力します。

センサ番号

番号 センサ名
０ Ｋセンサ

１ Ｊセンサ

２ Ｒセンサ

３ Ｅセンサ
４ Ｔセンサ

例は、Ｔセンサを選択

⑥印刷スイッチを押して校正値を決定します。

このとき、２～３回点滅して決定したことを知らせます。
（記憶）

⑦表示スイッチを押して、”ＣＡＬ”表示を選択します。
印刷スイッチを押して校正値を記憶します。

このとき、２～３回点滅して決定したことを知らせます。

（記憶）

電源をＯＦＦし、校正終了します。校正途中で電源をＯＦＦすると新しい校正値は
記憶しません。

＊この校正は、入力Ａ、入力Ｂ共用のため、入力Ｂの校正は不要です。
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１１．３ 抵抗温度計の校正（測温抵抗体入力の時）

標準可変抵抗器を下図のように接続してください。

①紙送りスイッチを押しながら電源投入します。テスト印字が始
まったら紙送りスイッチを放し、印刷スイッチをテスト印字が

終了するまで押し続けます。

校正モードに入ると”ＣＡＬ”と表示します。

②表示スイッチを押して、入力Ａを選択します。

③０℃の校正
入力Ａに上図のように接続し、標準可変抵抗器を１００．００

Ω（０．０℃）に設定します。

④印刷スイッチを押して０．０℃を決定します。

このとき、２～３回点滅して決定したことを知らせます。

（記憶）

⑤６００．０℃の校正

標準可変抵抗器を３１３．７１Ω（６００．０℃）に設定しま

す。

⑥印刷スイッチを押して６００．０℃を決定します。

このとき、２～３回点滅して決定したことを知らせます。
（記憶）

⑦表示スイッチを押して、入力Ｂを選択し、入力Ａと同様に

０．０℃及び６００．０℃を校正します。
入力Ｂの校正をしない場合は、⑧の操作をします。

⑧表示スイッチを押して、”ＣＡＬ”表示を選択します。
印刷スイッチを押して校正値を記憶します。

このとき、２～３回点滅して決定したことを知らせます。

（記憶）

電源をＯＦＦし、校正を終了します。校正途中で電源をＯＦＦすると新しい校正値は

記憶しません。

＊入力抵抗値が校正範囲外のときは（１００．０Ω付近又は３１３．７Ω付近でないと

き）Ｅｒｒと表示して校正できません。
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１１．４ 直流電圧・電流の校正（直流電圧・電流入力の時）

①紙送りスイッチを押しながら電源投入します。テスト印字が始
まったら紙送りスイッチを放し、印刷スイッチをテスト印字が

終了するまで押し続けます。

校正モードに入ると”ＣＡＬ”と表示します。

②表示 スイッチを押して、入力Ａを選択します。

③ＺＥＲＯ校正モード
入力Ａの入力端子①②に基準電圧（電流）発生器を接続し、

基準電圧（電流）発生器でＺＥＲＯ値を出力します。

④印刷スイッチを押してＺＥＲＯを決定します。

このとき、２～３回点滅して決定したことを知らせます。

（記憶）

⑤ＭＡＸの校正

基準電圧（電流）発生器でＭＡＸ値を出力します。
（表示が９９９９を越えた場合９９９９で固定表示となりま

す。）

測 定 範 囲 ＺＥＲＯ値 ＭＡＸ値

DC0～ 1 V 0.0000V 1.0000V

DC0～ 5 V 0.000 V 5.000 V
DC0～10 V 0.000 V 10.00 V

DC1～ 5 V 1.000 V 5.000 V

DC4～20mA 4.000mA 20.000mA

⑥印刷スイッチを押してＭＡＸを決定します。

⑦表示スイッチを押して、入力Ｂを選択します。

入力Ｂの入力端子④⑤に基準電圧（電流）発生器を接続し、

入力Ａと同様にＺＥＲＯ、ＭＡＸを校正します。
入力Ｂの校正をしない場合は、⑧の操作をします。

このとき、２～３回点滅して決定したことを知らせます。

（記憶）

⑧表示スイッチを押して、”ＣＡＬ”表示を選択します。

印刷スイッチを押して校正値を記憶します。
このとき、２～３回点滅して決定したことを知らせます。

（記憶）

電源をＯＦＦし、校正を終了します。校正途中で電源をＯＦＦすると新しい校正値は

記憶しません。

＊入力が校正範囲でないとき（ＺＥＲＯ値付近又は、ＭＡＸ値付近でないとき）Ｅｒｒ

と表示し校正できません。
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１２．保守
規定の保存温度（-20～70℃）範囲内で保存してください。
フロントパネルやケースを清掃されるときは、柔らかい布を中性洗剤で薄めた水

に浸し、よく絞ってからふいてください。

ベンジン・シンナー等の有機溶剤でふくと、ケースが変形、変色することがあり

ますので、ご使用にならないでください。
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